
【別表】

・生活文化の普及や継承に資する内容か。
・本事業の趣旨を十分理解しているか。

・子どもをはじめ、生活文化に馴染みの薄い方が生活文化に関心を持ち、
　理解が深められるような内容か。
・提案内容は、具体的で分かりやすく、かつ、実現性があるものか。
・参加者募集の方法は効果的で、多くの参加が見込まれる内容か。

・団体等や分野の特色や強みを活かしているか。
・参加者の関心や理解を深める工夫があるか。
・団体等の今後の活動や生活文化の普及につながる広がりが期待できるか。

評価基準
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Ｃ

　Ａ：優れている　／　Ｂ：普通　／　Ｃ：一部改善が必要　／　Ｄ：不十分

Ａ

・当日のスタッフの配置が適切で、役割分担が整理されているか。
・子どもの参加を見据えた参加者への安全対策があるか。
・庁舎利用上のルールを理解し、円滑な実施が見込めるか。
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　１　イベント内容

10 8 5 0

　（１）事業趣旨・目的との整合性

　（２）具体性・実現可能性

・収支計画が具体的かつ現実的であり、積算根拠が明確か。
・事業目的を達成するための内容として、参加料の設定が適切か。
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団体等の概要書類（任意様式）

収支予算書（第３号様式）

評価項目
評価点

評価項目

Ｂ

評価点

Ａ

Ｃ ＤＢ
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Ｄ

　３　収支計画、参加料設定

　４　活動実績、遂行能力
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企画提案書（第２号様式）

Ｃ

評価点

・生活文化の担い手として、継続的な活動実績を有しているか。
・過去に、提案に類似した事業（規模、内容等）を実施しているか。

Ｂ

　Ａ：収支計画が具体的かつ現実的で、参加料設定も妥当
　Ｂ：収支計画及び参加料設定は概ね妥当
　Ｃ：収支計画又は参加料設定に問題あり
　Ｄ：収支計画及び参加料設定に問題あり

Ｄ
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評価項目

　（３）独自性・発展可能性

　２　運営体制、安全管理
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Ａ

　Ａ：活動実績が十分で、類似事業の実績もある
　Ｂ：活動実績が十分である
　Ｃ：活動実績は限定的だが、一定の実績が認められる
　Ｄ：活動実績が乏しく、遂行能力に懸念がある
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